


















































































































































































そして「その仕事をこなせるスキル (技術 。技能)があるかJ、 さらに「そ
の仕事に価値観 (本人の誇り)が持てるか」、通の二つの事柄が重なり合う、
中心の核になる部分に、自分の将来の仕事を見つけ出す事ができれば、入社
後3年以内に、会社を辞めるようなことはないであろう。
自分が将来目指す仕事が明確になれば、その仕事に必要な「知識 0技術」
を身につけるために、大学における F学び」にも真剣さが増し、意欲的にな
-77-
キャリア教育とスピリット・イノベーション
れると思う。
キャリア教育のひとつの事例
福岡県に日本の普通科高校の中で、キャリアデザインの質の高い教育を行
っている高校がある。今日、全国区で有名な福岡の高校といえば、福岡県立
城南高校である。城南高校では、文部科学省が総合学習を高校に導入する数
年前から、もう既にキャリア教育に取り組んできた。その結果、ほとんどの
生徒が進学するが、わけがわからずに進学する生徒が一人もいない学校とい
うことが、この学校の最も大きな特徴になっている。
この学校では、受験勉強をさせる前に、先ず、モチベーション高揚のため
の教育をする事が、中心的な教育上の柱になっている。2002年の11月に開
催された、全国発表会 (文部科学省研究開発学校研究発表大会)では、全国
から数百人の高校の教員が、この高校に見学に来ていた。城南高校も「われ
われの学校がやっていた事は、こんなに世間を騒がす大事な事だったのか」
と驚いていたとのことである。
この城南高校の授業の通称は、「ドリカム授業」、つまり、「ドリーム・
カム・ トゥルー」、夢は必ず叶うという授業である。そのためには、先ず夢
を持たなければいけない。そして、その夢を実現していくためにはどのよう
な勉強をしなければいけないのか、どういう大学に進学しなければいけない
のかという事を考えて、そこに照準を合わせて勉強をスタートするという訳
である。
この福岡県立城南高校がこれほど、全国的に有名になった背景には、ある
日一人の教師が、生徒全員がただ、主に地元のK大学への進学率をライバル
校と競い合うために、日々受験勉強に励んでいる姿を見て、いずれ社会に進
出し、全員が職業生活に入るのに、教員の誰一人として、生徒の将来への希
望や個性に即した、人生観・職業観についての指導・教育をしていない、こ
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のままの状況でいいのかと、大きな疑間を持ったとのことである。この問題
点を学校側に提起したところ、当初、ほとんどの教員の共感は得られなかっ
たが、即座に大きな反応を示して、「これは自分たちの将来にとって、とて
も大切な事柄である」と考え、さつそく放課後に、生徒たち自らが立ち上がり、
「自分たちの将来の姿」を考えるためには、どういう『学び』が必要か、全
校生徒の心に火がついたと聞いている。
この事例がもたらす社会的意義は、生徒たち一人一人が、自分の将来の姿
についての夢をしっかりと心に描き、これからの進路への日標が明確になれば、
その目標を実現させるための勉強に真剣さが増し、学力とともに『人間力』
も成長していくことにつながっていく事である。
キャリア教育と大学の役割
前述の城南高校のケース・スタディーからも理解できるように、大学生活
において、「自分にとって、なぜ学問が必要なのか ?」 という事を、学生一
人一人に自ら考えてもらい、学びへの意識を高揚させ、自己を勇気づけ、日々
の勉学 0生活に変化をもたらす事が肝要と考える。そのためには、大学に入
学した初期の段階で、「学びについてのモチベーション高揚」への動機付け
の教育、並びに、「社会で生きていく力Jを育成していくための教育が、ど
うしても必要であると考える。
福山大学におけるキャリア教育の講義の最終回で、受講した学生の全員に
アンケートを取り、キャリア教育を受ける前と、受けた後の学生たちの心の
変化について、記述してほしいと要請してきた。その結果、社会で必要なコ
ミュニケーション能力の基本ともいえる、「社会人としての印象の良い挨拶・
基本的マナー」について、教室のその場で、全員が立ち上がり、学生参加型
で実演練習を行った事、並びに、個人の持ち味を活かした「生き方」に、自
信と誇りを持ってもらうための「キャリア教育」の大切さを学んだ事に対し、
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ほぼ全員の学生が「キャリア教育の講義を受講できて、とても良かった」、「就
職・その他の将来への進路に対し、やる気が出てきた」と、素直に感謝の気
持ちを述べている。
この大多数の学生の生の声に、日本の若い世代が、今、何を求めているの
かについての、一端がうかがえると思う。
ここで、これまで述べてきた事柄を踏まえ、今日、社会から求められる大
学教育のあるべき姿の一つについて考察する。従来、日本の大人社会がおろ
そかにしてきた、若者の夢や個性を尊重しない「偏差値による進路指導」的
教育から脱皮し、「なぜ、学びが必要なのか」、「学校で学んだ事を、どの
ように将来の自分の職業に活かせるのか」について、その社会的意義を教員
自らが指導できる、質の高い大学教育が、今、求められている。そのためには、
大学に入学してきたばかりの1年次生を対象に、社会において実践的に応用
できる授業や、グループ・ディスカッションなどを効果的に取り入れた授業
を通して、「社会から求められる人物像」に対し、学生一人一人が自ら真剣
に向き合うことは、「鉄は熱いうちに打て」の如く肝要である。
そして、経済産業省の社会人基礎力に関する研究会において、「社会を構
成し運営するとともに、自立した一人の人間として、力強く生きていくため
の総合的な力である」と定義された、『人間力』を磨く上で大切なことは、
就職間際になってから、それに自分を合せようというような、付け焼き刃は
通用しないということである。学生生活全体を通して、勉強しながら人間関
係で揉まれるために、積極的な活動を主体的に行っていくことが大事なので
ある。『人間力』とは、別な言い方をすれば、「好ましい人間関係を作る能力」
ともいえる。
従って、大学入学時の出発点で、自己のこれからの人生と真摯に向き合う
ために、このようなキャリア教育を先ず受講し、自分の将来の夢や目標に向
かつて、具体的なキャリア・プランを作成することは、自己の将来像を実現
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していくために、4年間の大学生活において、どのような 「学び」や 「社会
的体験」をしていくことが望ましいのか自己理解を促し、そして職業理解、
さらに人生における自分らしい「生きる力」について、自ら思考できる能力
を身につけられるか否かの、「カギ」になるという事を教えることが肝要と
考える。
まとめ
いよいよ2008年春に「大学全入時代」が到来した。「誰でも入れる時代」
は学生の質を変え、否応でも大学にも変革を迫ることになる。「1年生が一
人辞めれば、卒業までに得られるはずの収入、およそ300万円が消える事に
なる。大学経営に直結し、過保護なんて言っておれない」との、大学関係者
の率直な意見が聞こえてくる。「今やダメな学生は切り捨てろ」という時代
ではなくなった。「今や学生の『品質管理』ができない大学は、生き残れない」
と、某大学関係者も言い切っている。
「全入時代の到来」にともない、まじめ化、高校生化 (生徒化)、 学力低
下など、学生のさまざまな変化が顕在化してきた。一方、ベンチャー企業な
どを企業化し、上場を目指す学生、ボランティア活動で指導力を発揮する学
生など、以前とは違うタイプの “原石"も輝きだしている。これらが「全入
時代の学生像」といえる。
この「全入時代の到来」に対する、時代の変化に関しての意識改革を、一
人一人の教員が持てたとしたら、素晴らしい大学の姿が、そこに生まれると
思う。その上で、「新しい学生像」にどのように接し、一人一人の学生の持
ち味を尊重した、「学生の品質管理」をどのように実り豊かに保っていける
かが、これからの大学の優劣を決めていく、大きなモノサシになってくるも
のと思う。
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